
第二次観光振興計画の考え方第二次西和賀町観光振興計画の概要

計画の基本的な考え方

社会環境と業界環境の現状（＝実態を知る）

より詳しい本町観光市場の調査計画の位置づけ

計画の期間
計画期間は、令和4年度から令和8年度までの5年間とする。
なお、関係する各計画と連動させ、随時見直しを行う。

・第一次観光振興計画を受け継いだ計画
・第２期西和賀町まち・ひと・しごと創生総合戦略と連携

第一次観光振興計画の評価

【ヒアリング調査による実態把握】
「宿泊施設25件」、「飲食施設18件」、「夜間のみ営業の

飲食店10件」の合計53件が対象施設。

課題① 情報発信とIT化の遅れ
・対象施設の72.2%がホームページを運用していない
・対象施設の68.6％がSNSを導入していない

課題② 館内設備の継続的な改善
・Wi-Fiの導入率は、宿泊が76.0%、飲食が21.4%
・キャッシュレス決済の導入率は宿泊が44.0%、飲食が21.4％

課題③ お客様の高齢化と新規顧客の取り込み不足
・宿泊客の年齢層は60歳以上で44.2％、39歳以下は18.0％
・48.0%の宿泊施設では5年間で増えた顧客層はいないと回答

課題④ 経営意欲の二極化が進行中
・宿泊の80.0％、飲食の75.0％は経営者が60歳以上
・宿泊の60.0％、飲食の87.5％は後継者がいない
・宿泊事業者の経営意欲は現状維持が44％へ低下

課題⑤ 場所の整備と情報のリアルタイム発信
・気軽に行ける景観地がない
・季節毎でどこを見に行ったら良いか分からない
※観光客からのご意見で多い事項

【デジタルデータを活用した現状分析】

人数 割合 人数 割合 人数 割合

15～19歳 2 0.3% 0 0.0% 2 0.3%

20～29歳 80 10.3% 42 5.4% 38 4.9%

30～39歳 122 15.7% 61 7.8% 61 7.8%

40～49歳 163 21.0% 88 11.3% 75 9.6%

50～59歳 170 21.9% 98 12.6% 72 9.3%

60～69歳 167 21.5% 94 12.1% 73 9.4%

70～79歳 74 9.5% 40 5.1% 34 4.4%

合計 778 100.0% 423 54.4% 355 45.6%

2019年 滞在人口の人口構成（県外年間平均）

総数 男 女

経済産業省と内閣官房（まち・ひと・しごと創生本部事務
局）が提供している、地域経済分析システムRESASを活用し
て、県外から本町へ訪れる人の世代、性別を分析。

※休日の14時に本町へ滞在している、15歳以上80歳未満の人口

・少子高齢化と人口減少
・IT技術の発展とライフスタイルの変化
・社会課題に対する関心の高まり

・39歳以下の若年層が少ない
・70代になると急激な減少傾向となる

①国内市場
・日本人旅行客の数値はほぼ横ばい、インバウンドは上昇

②岩手県内の観光市場
・令和元年の県内観光入込客数は延べ人数で2,921万人
・上位10市町村の観光資源は独自性と容易性がある

③本町の観光市場
・観光入込客数は毎年減少傾向（令和元年度は407,254人）
・独自性と容易性を兼ね備えた観光資源が少ない

代表的観光資源の一例 特色 独自性 容易性

湯田温泉郷 温泉 × ◎

登山 自然（山） △ ×

滝めぐり 自然（滝） △ ×

湯田ダム 人工構造物 〇 ◎

カタクリ、水芭蕉 自然（花） × △

水没林 自然（特殊な景色） ◎ 〇

紅葉 自然（紅葉） △ 〇

錦秋湖大滝ライトアップ イベント（ライトアップ） ◎ 〇

雪あかり イベント（ライトアップ） ◎ 〇

マラソン（参加） イベント（スポーツ） × ×

わらび、きのこ 食（食材） 〇 ×

そば 食（加工品） × 〇

ビスケットの天ぷら 食（郷土食） ◎ △

【町内観光地の特色】

Ⅰ 外部（社会）環境分析

Ⅱ 業界環境分析

Ⅰ 外部（社会）環境分析

Ⅱ 業界環境分析

Ⅲ 西和賀町の現状分析

Ⅳ 現状分析から想定される対策

Ⅴ 想定される対策の整理（＝4つの戦略）
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第一次観光振興計画目標値に対する実績
観光入込み客数（目標値） 観光入込み客数（実績）
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町観光振興計画 
第一次 第二次 

町総合計画（基本構想） 
第２次 第３次 

町総合計画（基本計画） 
第２次（前期） 第２次（後期） 第３次 

町まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

第１期 第２期 第３期 

 



Ⅴ 想定される対策の整理（＝4つの戦略）

現状分析と対策の整理（＝戦略を考える） 計画の施策・目標・推進体制・実行方法

計画の目標
【満足度調査】
観光客に対する満足度調査を毎年実施し、アクショ

ンプランへ反映させ、満足度向上を図る

【観光入込客数】
目標数値：395,000人（伸び率 100.38%／年）
数値根拠：366,000人（日帰り）＋29,000人（宿泊）

【観光消費額】
目標数値：１８億１千３百万円
数値根拠
・『まち・ひと・しごと』創生総合戦略による年間
社会人口減の1/2に相当する消費額減を関係人口の
交流による観光消費額増で対応する

・１人あたりの観光消費額の増加を促す

計画の推進体制

役割分担を明確にしながら、西和賀町全体で一体と
なった観光振興を図っていく。

①観光事業者
②観光に関係する団体や商工団体
③町民
④町

計画の実行方法

計画の具体的実施内容は、アクションプランを策定し
て実行し、アクションプランは必要に応じて都度見直し
を図っていく。実行方法はアクションプラン、予算、業
務分掌を連動していく。

施策Ⅰ 観光情報の収集・分析・発信の推進
１．市場と消費者ニーズの把握
２．町内観光資源を用いたターゲットの検討
３．効果的な情報発信の推進

施策Ⅱ 観光振興に係るハード整備の推進
１．観光振興に必要なICT化の改善
２．観光客の利便性向上を目指した改善整備
３．景観を活かした観光地づくりの整備
４．観光推進を牽引する組織の整備

施策Ⅲ 観光振興に係る人材課題の対策
１．事業承継・引継ぎ制度を活用した後継者対策
２．移住定住制度を活用した人材確保
３．知識とスキルの向上を目的とした人材育成
４．観光事業や業務の外部委託

施策Ⅳ 観光コンテンツと物産の多様化
１．観光コンテンツ事業創出の支援
２．観光客向け物産品の開発支援

ターゲット関連の戦略

⇒ ①観光情報の収集・分析・発信の推進

インフラ（ハード整備）関連の戦略

⇒ ②観光振興に係るハード整備の推進

人材関連の戦略

⇒ ③観光振興に係る人材課題の対策

観光コンテンツと物産関連の戦略

⇒ ④観光コンテンツと物産の多様化

・町外観光資源と比較した町内観光資源の「強み」と「弱み」を抽出
・町内観光への影響が想定される社会的な「機会」と「脅威」を抽出

Ⅲ 西和賀町の現状分析

Ⅳ 現状分析から想定される対策

【SO1】ターゲットを細分化した観光推進
【SO2】他地域（全国）と差別化出来る景観のPR推進

【WO2】消費者ニーズの把握と適正なターゲット設定
【WO3】リアルタイムな情報提供
【WO4】ターゲットを明確にした情報発信

【WO6】観光インフラ整備（IT、設備、施設、景観）

【WT1】観光インフラ整備（IT、設備、施設、景観）

【SO4】移住を前提とした観光分野の人材確保を推進

【WO1】体験観光、専門ガイドの育成
【WO5】観光人材を町外から呼び込む(移住・関係人口)

【WT2】業務の外部委託や関係人口創出で課題解決
【WT3】観光人材を町外から呼び込む(移住・関係人口)

【SO3】日帰り又は立寄りドライブ観光の推進

【ST1】近隣市町村の観光事業者と連携したｺﾝﾃﾝﾂ創出
【ST2】趣味趣向に合わせた多様な観光ｺﾝﾃﾝﾂ創出

【WT4】6産業化の積極的支援
【WT5】趣味趣向に合わせた多様な観光コンテンツ創出

「強み」×「機会」の対策【SO】

「強み」×「脅威」の対策【ST】

「弱み」×「機会」の対策【WO】

「弱み」×「脅威」の対策【WT】
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